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＜管内水稲生育診断ほ調査結果＞

・コシヒカリの出穂期は前年や平年より早くなると予測される（表１、7/6幼穂長から推定）
・平年に比べ、草丈は平年並～短く、茎数は多い、葉齢はやや進んでいる、葉色（葉色板）は
濃い（表２）。
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表３ コシヒカリ出穂前日数と幼穂長の関係
※「新版安心イネつくり」より

表１ 管内の出穂期予測 ※那須烏山市は移植日が前年より６日遅いため参考値 ※出穂期：全茎の40～50％が出穂した時期
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７月26日７月28日７月24日頃10.1mm5/4コシヒカリ塩谷町

８月1日８月３日
－

（８月１日以降）（確認できず）5/12とちぎの星さくら市

７月25日７月25日７月30日頃1.6mm5/10コシヒカリ那須烏山市

図１ コシヒカリ出穂予測
※農業総合研究センターによる予測

生育診断値
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（南大和久）

表２ 水稲生育診断ほ調査結果（令和８年７月６日調査）
※塩谷町、さくら市の（ ）内は平年比または平年差、那須烏山市は移植の遅れにより参考値・（ ）内は前年比または前年差



＜今後の管理のポイント＞
・水 管 理 ：落水時期（出穂期後30日以降）まで、間断かん水を基本とする。
・高 温 対 策 ：出穂後に高温が予想される場合は、夜間かん水で地温を下げる。
・斑点米カメムシ類対策：薬剤防除と除草を組み合わせて、不稔や斑点米を防ぐ。

＜水管理は間断かん水が基本！＞
・落水時期（出穂期後30日以降）
まで、引き続き間断かん水を行う。
※間断かん水：足跡に水がたまる
程度まで自然に落水し、その後、
入水を繰り返す。
・出穂期前後は最も水を必要とす
る時期なので、こまめに間断かん
水を行う。

＜高温対策は夜間かん水と収穫７～10日前までの走り水！＞
・出穂期から20日間のほ場内水温・地温を下げることで、胴割粒や白未熟粒の発生が少なく
なるので、高温が予想される場合は夕方から夜間にかん水を行い、地温を下げる。

・落水時期は出穂期後30日頃とする。ただし、その後も高温・多照が続く場合は、収穫７～
10日前まで走り水を行う。

＜斑点米カメムシ類は「薬剤防除」と「畦畔草刈り」を組み合わせて防除をしましょう！＞

１ 水管理・高温対策

図２ 水管理のイメージ

２ 病害虫対策

・水田をよく観察し、斑点米カメムシ類を確認した場合は、薬剤防除を行いましょう。
・草刈りは、①水稲の出穂２～３週間前＋②水稲の出穂期頃の２回行いましょう。

図３ 斑点米カメムシ類の総合防除体系 ※出穂期：全茎の4～5割が出穂した時期

写真１ 栃木県内で発生する主要な斑点米カメムシ類（農業総合研究センター提供）


